
おおはる議会だより（1）

●
認
定
こ
ど
も
園

　
　
　
　
　

施
設
整
備
を
補
助

　

三
本
木
堅
田
地
区
に
新
設
さ

れ
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
の
整
備
費
を
補
助
し
ま
す
。
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議会だより議会だより
おおはる

　

２
月
７
日
に
臨
時
会
を
開

き
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

事
業
な
ど
に
関
す
る
補
正
予
算

を
可
決
し
ま
し
た
。

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
６
日

議
会
の
あ
ら
ま
し

議
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算  

過
去
最
大
に

過
去
最
大
に

　
大
治
小
学
校

　
大
治
小
学
校  

校
舎
を
増
築

校
舎
を
増
築

に
開
会
し
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る

設
計
業
務
委
託
や
町
制
50
周
年

の
準
備
事
業
な
ど
を
含
む
令
和

６
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
21

議
案
を
可
決
し
、
22
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。

【
町
制
50
周
年
に
向
け
て
】

●
町
制
50
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　

　
令
和
７
年
度
に
迎
え
る
町
制

施
行
50
周
年
の
啓
発
物
や
、
記

念
曲
を
制
作
し
ま
す
。

　　
【
公
共
施
設
の
整
備
】

●
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　

プ
ー
ル
跡
地
を
子
ど
も
の
居

場
所
、
カ
フ
ェ
、
物
産
コ
ー

ナ
ー
や
ス
タ
ジ
オ
な
ど
に
改
修

す
る
た
め
の
設
計
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　
　
【
災
害
対
策
】

●
砂
子
防
災
公
園
整
備
事
業

　

１
・
２
㌶
の
土
地
を
今
年
度

よ
り
３
年
間
か
け
て
、
防
災
公

園
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　
　

 

【
福
祉
事
業
】

●
健
康
公
園
整
備
事
業

　

三
本
木
堅
田
地
区
に
、
ス
ト

レ
ッ
チ
や
軽
い
運
動
が
で
き
る

公
園
を
整
備
し
ま
す
。

●
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

　
（
ラ
ン
ド
セ
ル
来
館
事
業
）

　

定
員
超
過
で
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
利
用
で
き
な
い
西
小
学

校
の
児
童
を
、西
條
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
受
け

入
れ
、
見
守
り
を
行
い
ま
す
。

  

令
和
６
年
度　

主
な
施
策

令
和
６
年
度　

主
な
施
策

▼
介
護
保
険
条
例
の
改
正

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
の

保
険
料
を
引
き
下
げ
、
所
得
の

高
い
人
の
保
険
料
を
引
き
上
げ

ま
す
。

▼
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り

議
員
個
人
と
町
と
の
請
負
契
約

が
、
各
会
計
年
度
に
お
い
て

３
０
０
万
円
ま
で
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

議
員
の
職
務
執
行
の
公
正
、

適
正
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
請

負
状
況
の
透
明
性
を
確
保
す
る

た
め
、
請
負
状
況
の
公
表
に
関

す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

主
な
条
例
改
正
・
制
定

― 

３
月
定
例
会 

―

主
な
補
正
予
算

― 

２
月
臨
時
会 

―

▼
子
ど
も
医
療
費

　
　
　
　
　
　

１
０
７
５
万
円

　

令
和
５
年
10
月
か
ら
開
始
し

た
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費

無
料
化
に
伴
い
、
不
足
分
を
増

額
し
ま
す
。

▼
学
校
備
品
（
階
段
昇
降
車
）

購
入
費　
　

３
８
０
万
６
千
円

　

医
療
的
ケ
ア
児
の
階
段
移
動

を
補
助
す
る
機
器
で
す
。

町全体に波紋
が広がる

おおはるみんなの広場
の活動の波紋

■内観パース（カフェ内）

■内観パース（⼦どもの居場所内）

   基本構想コンセプト「おおはる みんなの広場」のもと、⼦どもや保護
者を中⼼とした多世代交流が実現でき、町⺠に愛される新たなスポーツ
センターを実現させます。そして⼤治町のイメージアップマークのよう
に⼦供たちが⼤きく⾶翔することを応援するための⼦どもの居場所を整
備します。本施設を中⼼にスポーツセンター全体、さらには⼤治町全体
に活動が波紋のように広がります。

提案⼯期

基本構想時
の想定⼯期

⼯程
年
⽉

令和7年令和６年 令和8年
10-12⽉7-9⽉4-6⽉ 1ｰ3⽉10-12⽉7-9⽉4-6⽉ 1ｰ3⽉1ｰ3⽉

基本設計(５ヶ⽉)基本設計(５ヶ⽉)

基本設計・実施設計基本設計・実施設計 改修⼯事改修⼯事

実施設計(6ヶ⽉)実施設計(6ヶ⽉) 改修⼯事（11ヶ⽉）改修⼯事（11ヶ⽉）

予備調整期間 (1 ヶ⽉ )

⼦どもの居場所⼦どもの居場所⼦どもの居場所

⼦ども
芝⽣広場
⼦ども
芝⽣広場
⼦ども
芝⽣広場

スタジオスタジオスタジオ

トレーニング室トレーニング室トレーニング室

サブアリーナサブアリーナサブアリーナ

武道場武道場武道場

カフェ・
物産コーナー
カフェ・
物産コーナー
カフェ・
物産コーナー

カフェテラスカフェテラスカフェテラス

エントランス
ホール

エントランス
ホール

エントランス
ホール ラウンジラウンジラウンジ

インフォ
メーション
インフォ
メーション
インフォ
メーション

育み育み育み

野球場野球場野球場

児童館児童館児童館

学校学校学校

公⺠館公⺠館公⺠館 学び学び学び

運動運動運動
集い集い集い滞在・憩い滞在・憩い滞在・憩い

遊び遊び遊び
スポーツセンタースポーツセンタースポーツセンター

大 治 町

〇遊具の考え⽅〇遊具の考え⽅

〇想定スケジュール〇想定スケジュール

おおはるの町全体へ広がり、つながる「交流の波紋」おおはるの町全体へ広がり、つながる「交流の波紋」おおはるの町全体へ広がり、つながる「交流の波紋」

交流帯を中⼼に広がる町⺠スポーツ交流交流帯を中⼼に広がる町⺠スポーツ交流交流帯を中⼼に広がる町⺠スポーツ交流

   新たなカフェと武道館、サブアリーナ、
体育館の活動を結ぶ活動軸「アクティ
ブパス」を⼤切にし、パスに沿って居
⼼地良い滞在空間を配置します。

  スポーツセンターを中⼼に主に 6 つの交流活
動（運動、集い、滞在・憩い、遊び、育み、学び・
励み）が広く展開する施設計画を⽬指します。

様々な活動を結びつける「アクティブパス」
⼤治スポーツセンターリノベーション事業

※上記資料は技術提案時の内容であり、今後の設計等において変更となる可能性があります。 

交流の波紋が町へ広がる提案

■施設のアクティブパスと活動の配置■アクティブパスで交流の波紋が連鎖するイメージ

■既存のプールを活かした遊具の計画 ■全体スケジュール

パパ
アア クク テテ ブブィィ

スス

？

育み育み育み

学び・励み学び・励み

運動
(ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ）
運動

(ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ）
運動

(ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ）

運動 (諸室）運動 (諸室）運動 (諸室）

憩い憩い憩い

滞在滞在滞在

遊び遊び遊び
集い集い集い

励み励み励み励み

動の配置■施設のアクティブパスと活動

ー
ク
っ

アクティブパス」
治 ポ ツ タ リノ

ーナ、
クティ
って居

アクティブパス」ィブブパス」ブパス」

トレーニング室トレーニング室トレーニング室

サブアリーナサブアリーナサブアリーナ武道場武道場武道場
上階へ上階へ

スタジオスタジオスタジオ

カフェカフェカフェ

休憩
ｽﾍﾟｰｽ
休憩
ｽﾍﾟｰｽ
休憩
ｽﾍﾟｰｽ

ラウンジラウンジラウンジ
ｲﾝﾌｫ
ﾒｰｼｮﾝ
ｲﾝﾌｫ
ﾒｰｼｮﾝ
ｲﾝﾌｫ
ﾒｰｼｮﾝ

⼦どもの
居場所
⼦どもの
居場所
⼦どもの
居場所

⼦ども
屋外広場
⼦ども
屋外広場
⼦ども
屋外広場

■交流の波紋が町へ拡散するイメージ

マット広場マット広場マット広場

築⼭築⼭築⼭ カフェ
物産コーナー

カフェ
物産コーナー

カフェ
物産コーナー テラス席テラス席テラス席 屋外芝⽣広場屋外芝⽣広場屋外芝⽣広場ネット遊具ネット遊具ネット遊具

⽊材利⽤⽊材利⽤⽊材利⽤

トランポリントランポリントランポリンボルダリングボルダリングボルダリング

スタジオスタジオスタジオエントランスへエントランスへエントランスへ 旧幼児プール旧幼児プール旧幼児プール
旧 25mプール旧 25mプール旧 25mプール 旧スライダー着⽔プール旧スライダー着⽔プール旧スライダー着⽔プール

⼦ども窓⼝⼦ども窓⼝⼦ども窓⼝

 乳児(0-2歳児)
   安全安⼼な遊び場を整備します。乳児

の⼿の⾼さに合わせた玩具広場や起伏
のある⼩⼭で⼿や⾜で感じることを学
びます。

 幼児(3-5歳児)
   ⼤型のネット遊具など⾃分の⾝⻑より

⼤きな遊具で昇降運動を⾏います。揺
れるネットの上でのバランス感覚やモ
ノを使って遊ぶ能⼒を向上させます。

 児童(6歳以上）
 既存プールと吹抜けを活かした遊具を

⽤いて、⾼度な⾝体的な運動を⾏いま
す。武道場やサブアリーナを活⽤し、
スポーツセンターを活性化させます。

 スタジオ
   教室がない時間は⼦どもの居場所と⼀

体的に利⽤できる遊び場となります。
エントランスホールから場所を認識で
きるようにサイン等を設けます。

▼
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事

業
費　
　
　
　

５
３
万
９
千
円

　

令
和
６
年
度
か
ら
始
め
る
ラ

ン
ド
セ
ル
来
館
事
業
の
準
備
費

用
で
す
。

●
大
治
小
学
校

　
　
　
　
　

校
舎
増
築
等
工
事

　

児
童
数
増
加
や
35
人
学
級
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
、
校
舎
の

増
築
や
改
修
を
行
い
ま
す
。

●
南
小
学
校
長
寿
命
化
改
修

　
　
　
　

基
本
設
計
業
務
委
託

　

築
50
年
が
経
過
し
た
校
舎
の

改
修
準
備
を
進
め
ま
す
。

　西小学校入学式西小学校入学式

リノベーション事業（案）



おおはる議会だより（2）

令
和
６
年
度
予
算

令
和
６
年
度
予
算  

質
疑
質
疑

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

本
会
議
と
常
任
委
員
会
で
行
わ
れ
た
議
案
に
対
す
る
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
会
議
と
常
任
委
員
会
で
行
わ
れ
た
議
案
に
対
す
る
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

協議会で処理の全体調整を行う

　　
町
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を
問
う

町
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を
問
う

建
設
部
長　

①
南
海
ト
ラ
フ
地

震
で
は
６
万
８
８
９
ト
ン
を
推
定
。

② 

長
牧
調
整
池
公
園
と
三
本

木
堅
田
・
鎌
須
賀
茶
屋
・
北
間

島
宮
西
の
各
ち
び
っ
こ
広
場
の

４
カ
所
を
想
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
他
の
町
有
地
な
ど
も

検
討
し
て
い
る
。

③ 

搬
入
搬
出
量
を
車
両
台
数
や

計
量
器
で
記
録
し
、
関
係
者
に

よ
る
協
議
会
で
全
体
調
整
す
る
。

　

本
町
に
お
け
る

災
害
時
の
廃
棄
物

の
処
理
計
画
を
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

①
発
災
後
、
推
定
さ
れ
る
廃
棄
物
の
見
込
み

量
は
。

②
廃
棄
物
の
仮
置
場
候
補
地
は
、
ど
こ
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

③
協
議
会
や
人
材
、
教
育
訓
練
な
ど
処
理
業

務
の
進
行
管
理
は
。

　

建
設
部
長
　
①
水
道
管
は
お
お

む
ね
耐
震
化
さ
れ
、
整
備
も
進

め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

②
下
水
道
管
は
既
に
耐
震
化
で

整
備
を
進
め
て
い
る
。

③
浄
化
槽
は
平
常
時
で
あ
れ
ば

保
守
点
検
業
者
が
対
応
す
る

が
、
災
害
時
に
は
迅
速
に
行
え

な
い
場
合
も
あ
る
。
官
民
が
協

力
し
た
対
応
と
情
報
連
携
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

水道管はおおむね耐震化済み

　　
震
災
時
、
上
下
水
道
管
は
大
丈
夫
か

震
災
時
、
上
下
水
道
管
は
大
丈
夫
か

　
名
古
屋
市
の
避
難

所
へ
接
続
す
る
水
道

管
は
、
ほ
ぼ
耐
震
化

さ
れ
て
い
る
。

①
町
内
の
小
中
学
校
や
避
難
所
に
接
続
さ
れ

て
い
る
水
道
管
の
耐
震
化
は
ど
う
か
。

②
能
登
半
島
地
震
並
み
の
地
震
が
起
こ
っ
た

場
合
、
町
内
の
下
水
道
管
は
大
丈
夫
か
。

③
合
併
浄
化
槽
へ
の
対
応
は
。

  𠮷
よしはら

原　経
つ ね お

夫

　　
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
町
の
支
援
を

ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
町
の
支
援
を

 林
はやし

　健
け ん じ

児

　　
防
災
、
減
災
の
さ
ら
な
る
向
上
を
求
め
る

防
災
、
減
災
の
さ
ら
な
る
向
上
を
求
め
る

スマホから簡単
に見られます！

●
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

　
　
　
　
　

２
６
８
万
４
千
円

　

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
町
民
と

双
方
向
で
活
用
で
き
る
機
能
を

導
入
し
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
機
能
が

利
用
で
き
る
の
か
。

　
　

　

通
報
機
能
や
講
座
・

健
康
診
査
の
予
約
機
能
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
●
町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
費

　
　
　
　
　

３
６
６
万
３
千
円

　
事
業
内
容
は
何
か
。

　

ま
た
、
50
周
年
の
時
期
し
か

使
え
な
い
物
な
の
か
。

●
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
　

着
用
促
進
事
業
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

１
４
８
万
円

　

令
和
６
年
度
か
ら
全
年
齢
が

補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
八
ツ
屋
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
空
調
機
器
更
新
工
事

　
　
　
　
　
　

２
１
２
３
万
円

　

経
年
劣
化
し
た
冷
温
水
発
生

機
２
台
を
更
新
し
ま
す
。

　

工
期
の
予
定
や
利
用

者
へ
の
影
響
は
。

　

工
事
期
間
は
約
１
カ

月
、
秋
ご
ろ
に
工
事
を
予
定
し

て
い
る
。

　

休
館
日
に
配
管
工
事
を
行

い
、
利
用
者
へ
の
影
響
が
な
い

よ
う
、
対
応
し
て
い
く
。

●
健
康
フ
ェ
ス
タ
事
業
費

　
　
　
　
　
　

２
８
万
５
千
円

　

健
康
長
寿
社
会
の
実
現
を
啓

発
す
る
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
内
容
の

イ
ベ
ン
ト
な
の
か
。

　

令
和
６
年
度
は
「
が

ん
」
を
テ
ー
マ
に
、
理
解
が
進

む
よ
う
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
体

操
を
行
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、
令
和
６
年
11
月
に
開
催
予

定
で
あ
る
。

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

  　
反
対　
　
　

𠮷よ
し
は
ら原　

経つ
ね
お夫

　

財
源
が
非
常
に
逼ひ

っ
ぱ
く迫
し
て
い

る
中
で
、
町
制
施
行
50
周
年
記

念
事
業
に
予
算
を
多
く
割
い
て

い
る
。
そ
の
予
算
が
あ
る
な
ら

学
校
給
食
費
無
償
化
、
あ
る
い

は
軽
減
す
る
な
ど
、
町
民
主
体

の
施
策
を
進
め
る
べ
き
だ
。
な

ぜ
、
記
念
事
業
だ
け
優
遇
さ
れ

る
の
か
。
町
民
不
在
の
予
算
案

に
反
対
す
る
。

　

賛
成　
　

手て
じ
ま嶋　

い
ず
み

　
認
定
こ
ど
も
園
の
新
設
に
対

す
る
補
助
や
児
童
を
受
け
入
れ

て
見
守
る
居
場
所
づ
く
り
事
業

な
ど
の
子
育
て
支
援
。
町
民
の

健
康
維
持
・
増
進
や
介
護
予
防

推
進
に
関
す
る
事
業
な
ど
、
住

民
の
福
祉
向
上
と
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
予

算
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
賛
成

す
る
。

　

50
周
年
の
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ

を
入
れ
た
ポ
ス
タ
ー
・
の
ぼ
り

旗
・
懸
垂
幕
な
ど
を
作
り
、
そ

の
時
期
だ
け
使
用
す
る
。

　

記
念
の
曲
は
、
末
永
く
歌
っ

て
い
た
だ
け
る
も
の
を
考
え
て

い
る
。

　

討　
　

論

反 

対 

・ 

賛 

成

●
一
般
会
計
予
算

　
　
　

１
１
７
億
５
０
０
万
円

　
令
和
６
年
度
一
般
会

計
予
算
が
前
年
度
と
比
較
し

て
、
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

　

予
算
は
、
前
年
度
当

初
と
比
べ
約
16
億
４
千
万
円
増

加
し
て
い
る
。
主
な
要
因
は
、

大
治
小
学
校
の
校
舎
増
築
な
ど

の
建
設
費
が
約
８
億
円
、
児
童

手
当
な
ど
の
福
祉
関
連
費
用
が

約
３
・
５
億
円
、
さ
ら
に
、
人

件
費
・
材
料
費
な
ど
の
高
騰
で

全
体
的
に
予
算
が
膨
ら
ん
だ
。

　

今
後
も
歳
入
確
保
や
効
率
的

な
事
業
運
営
に
努
め
て
い
く
。

●
防
犯
対
策
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

１
５
７
万
円

　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金

は
、
上
限
額
を
５
万
円
か
ら

17
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。
た

だ
し
、
補
助
対
象
が
限
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の

設
置
費
補
助
は
、
上
限
額
を

２
千
円
か
ら
８
千
円
に
引
き
上

げ
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
講
座
委

託
料　
　
　

６
１
８
万
４
千
円

　

講
座
の
内
容
は
。

　

年
間
講
座
と
し
て
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
走
り
方

（
短
距
離
・
長
距
離
）、
野
球
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ク
ロ
ス
ミ
ン

ト
ン
な
ど
８
講
座
。

　

ま
た
、
短
期
講
座
で
は
、
チ

ア
ダ
ン
ス
や
水
泳
な
ど
４
講
座

を
予
定
し
て
い
る
。

●
部
活
動
地
域
移
行
実
証
事
業

委
託
料　
　
　
　

３
３
１
万
円

　

休
日
の
中
学
校
部
活
動
の
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
移
行
に
向

け
、
月
に
１
回
程
度
、
地
域
ク

ラ
ブ
活
動
の
指
導
者
に
、
休
日

の
部
活
動
を
指
導
し
て
も
ら
い

ま
す
。　

令
和
６
年
度
に
実
証

す
る
部
活
動
は
、
何
を
予
定
し

て
い
る
の
か
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
野
球
・
陸

上
の
４
種
目
を
予
定
。

●
１
０
０
歳
大
学
開
設

　
　
　

準
備
委
員
会
委
員
謝
礼

　
　
　
　
　
　

２
３
万
４
千
円

　

シ
ニ
ア
世
代
が
自
分
ら
し
く

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る

た
め
の
「
１
０
０
歳
大
学
」
を

開
設
す
る
準
備
費
用
で
す
。

　

準
備
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
や
「
１
０
０
歳
大
学
」
開

設
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

準
備
委
員
は
連
携
大

学
の
関
係
者
、
令
和
５
年
度
に

開
催
し
た
音
楽
回
想
法
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
の
受
講
生
や
福

祉
関
係
者
を
予
定
し
て
い
る
。

　

準
備
委
員
会
で
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
や
運
営
体
制
の
検
討
を
行

い
、
令
和
７
年
６
月
に
開
設
し

た
い
。

給水栓の案内板

災害廃棄物の処理訓練（４月６日）



おおはる議会だより（3）

ずばり直言！ ずばり直言！ 一 般 質 問一 般 質 問
一般質問とは、議員が自身の考えや町民の声をもとに、町政全般について質問することです。質問と答弁を要約してお知らせします。

　　　　　議　案・請　願
　　　　※議長は採決に加わりません

賛成 反対 議決
結果

２月臨時会

令和５年度　一般会計補正予算（第 9 号） 11 0 可決

３月定例会

令和５年度　一般会計補正予算（第 10 号） 11 0 可決

令和 5 年度　介護保険特別会計補正予算（第３号） 11 0 可決

令和 6 年度　一般会計予算 10 １ 可決

令和 6 年度　国民健康保険特別会計予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊退席１

９ １ 可決

令和 6 年度　土地取得特別会計予算 11 0 可決

令和 6 年度　介護保険特別会計予算 11 0 可決

令和 6 年度　後期高齢者医療特別会計予算 10 1 可決

令和 6 年度　下水道事業会計予算 10 1 可決

森林環境譲与税基金条例の制定 11 0 可決

町行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利
用に関する条例の一部改正

11 0 可決

町パートタイム会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例の一部改正

11 0 可決

町使用料及び手数料条例の一部改正 11 0 可決

町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正

11 0 可決

町介護保険条例の一部改正 11 0 可決

町下水道事業の設置等に関する条例の一部改正 11 0 可決

町消防団員等公務災害補償条例の一部改正 11 0 可決

町道路線の廃止 11 0 可決

町道路線の認定 11 0 可決

令和５年度　一般会計補正予算（第 11 号） 11 0 可決

令和５年度　一般会計補正予算（第 12 号） 11 0 可決

大治町議会議員の請負の公表に関する条例の制定 11 0 可決

ボール遊びのできる公園、並びに水害対策用貯水
池の建設を求める請願

継続審査

教
育
部
長
　
①
町
全
体
へ
の

「
交
流
の
波
紋
」
が
生
ま
れ
る

仕
掛
け
や
、
独
自
の
付
加
提
案

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
点
。

②
運
営
は
、
役
場
内
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し

て
、
検
討
し
て
い
く
。

③
全
体
を
活
性
化
さ
せ
る
運
営

方
法
や
、
そ
れ
に
伴
い
想
定
さ

れ
る
事
業
効
果
に
つ
い
て
、
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

全体を活性化させる運営方法を

　　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
問
う

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
問
う

総
務
部
長　

組
織
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
水
消
火
器
な
ど
の
訓

練
や
職
員
が
出
向
い
て
情
報
提

供
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
で

あ
り
、
防
災
危
機
管
理
課
に
問

い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
転
倒
防
止
器
具
設
置

の
費
用
を
助
成
す
る
考
え
は
な

い
が
、
器
具
活
用
の
情
報
提
供

な
ど
を
考
え
て
い
る
。
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
は
検
討
し
て
い
く
。

相談内容に応じてサポートを行う

　

男女共同参画を心掛ける

総
務
部
長　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

考
え
た
際
に
、
テ
ン
ト
の
よ
う

に
全
方
位
囲
ま
れ
た
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
も
整
備
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

全
て
の
避
難
者
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
、
避
難
所
の

運
営
に
、
よ
り
多
く
の
女
性
の

参
加
を
促
し
て
い
く
。

　

そ
の
他
１
問
あ
り
ま
し
た
。

　　
女
性
の
視
点
か
ら
避
難
所
運
営
の
取
り
組
み
を

女
性
の
視
点
か
ら
避
難
所
運
営
の
取
り
組
み
を

  

　

能
登
半
島
地
震
か

ら
２
カ
月
が
た
っ
た
。

　

イ
ン
フ
ラ
な
ど
の

復
旧
が
遅
れ
る
中
、

避
難
の
長
期
化
が
予
想
さ
れ
る
。

　

国
の
男
女
共
同
参
画
局
が
自
治
体
に
向
け

て
「
防
災
・
復
興
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成

し
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

確
保
や
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
避
難
所
運

営
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
う
か
。

４月からゴミ袋を提供していく

町
長　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
は

「
分
別
か
ご
」を
提
供
し
、集
ま
っ

た
ゴ
ミ
を
収
集
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
公
共
的
な
場
所
で

の
活
動
に
対
し
て
、
新
た
に
ゴ

ミ
袋
を
提
供
し
て
い
く
。

　

支
援
は
主
に
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
も
広
報
で
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
。

    

　
環
境
へ
の
意
識

や
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
意
欲
の
高
ま
り
か

ら
、
各
地
で
ゴ
ミ
拾

い
や
プ
ロ
ギ
ン
グ
（
ゴ
ミ
拾
い
＋
ジ
ョ
ギ
ン

グ
）
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

町
内
で
も
同
様
の
取
り
組
み
を
考
え
て
い

る
声
を
耳
に
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
活
動
に

対
し
、
ゴ
ミ
袋
の
提
供
は
行
っ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
町
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動

や
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
支
援
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

リノベーション事業（案）

　　
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
町
の
支
援
を

ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
町
の
支
援
を

　
近
年
、
大
規
模
な

地
震
が
相
次
い
で
お

り
、
本
町
も
南
海
ト

ラ
フ
地
震
発
生
時
に

は
大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
中
で

も
本
町
は
国
か
ら
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

指
定
に
対
し
て
本
町
の
行
っ
た
備
え
に
つ

い
て
、
ま
た
避
難
所
の
衛
生
環
境
、
感
染
症

対
策
、
備
蓄
や
災
害
関
連
死
を
防
ぐ
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
部
長
　
地
震
防
災
対
策
推

進
地
域
と
し
て
、
非
常
用
電
源

の
確
保
や
防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
を
行
っ
た
。

町
長　

水
と
ト
イ
レ
機
能
の
確

保
が
最
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
引
き
続
き
、
避
難
所
内
の

上
下
水
道
管
の
耐
震
化
の
検

討
、
衛
生
面
や
物
資
備
蓄
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
な
ど
を
行
っ

て
い
く
。

今後も備蓄や対策に努める

　　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る
本
町
の
備
え
は

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る
本
町
の
備
え
は

避難所の備蓄品

 後
ご と う だ

藤田 麻
ま み こ

美子

 鈴
す ず き

木　康
やすとも

友

 池
い け だ

田　耕
こうすけ

介

 手
て じ ま

嶋　いずみ 鈴
す ず き

木　満
みつる

　

　　
防
災
、
減
災
の
さ
ら
な
る
向
上
を
求
め
る

防
災
、
減
災
の
さ
ら
な
る
向
上
を
求
め
る

　

災
害
の
被
害
を
最

小
限
に
す
る
た
め

に
、
自
助
力
と
共
助

力
を
高
め
、
地
域
に

広
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　

自
主
防
災
組
織
が
な
い
地
域
や
少
人
数
で

も
、
防
災
訓
練
や
知
識
を
習
得
す
る
た
め
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
家
具
の
転
倒
防
止
器
具
や
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
設
置
・
購
入
の
費
用
に
対
し
て

助
成
す
る
考
え
は
。

　
落
札
者
が
決
定
し

た
が
、
提
出
さ
れ
た

提
案
内
容
や
今
後
の

運
営
を
問
う
。

①
提
案
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

点
を
評
価
し
た
の
か
。

②
運
営
者
と
の
契
約
、
運
営
形
態
、
改
修
工

事
以
外
の
予
算
、
人
員
配
置
な
ど
の
考
え
は

ど
う
か
。

③
改
修
後
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
く
の
か
。

町全体に波紋
が広がる

おおはるみんなの広場
の活動の波紋

■内観パース（カフェ内）

■内観パース（⼦どもの居場所内）

   基本構想コンセプト「おおはる みんなの広場」のもと、⼦どもや保護
者を中⼼とした多世代交流が実現でき、町⺠に愛される新たなスポーツ
センターを実現させます。そして⼤治町のイメージアップマークのよう
に⼦供たちが⼤きく⾶翔することを応援するための⼦どもの居場所を整
備します。本施設を中⼼にスポーツセンター全体、さらには⼤治町全体
に活動が波紋のように広がります。

提案⼯期

基本構想時
の想定⼯期

⼯程
年
⽉

令和7年令和６年 令和8年
10-12⽉7-9⽉4-6⽉ 1ｰ3⽉10-12⽉7-9⽉4-6⽉ 1ｰ3⽉1ｰ3⽉

基本設計(５ヶ⽉)基本設計(５ヶ⽉)

基本設計・実施設計基本設計・実施設計 改修⼯事改修⼯事

実施設計(6ヶ⽉)実施設計(6ヶ⽉) 改修⼯事（11ヶ⽉）改修⼯事（11ヶ⽉）

予備調整期間 (1 ヶ⽉ )

⼦どもの居場所⼦どもの居場所⼦どもの居場所

⼦ども
芝⽣広場
⼦ども
芝⽣広場
⼦ども
芝⽣広場

スタジオスタジオスタジオ

トレーニング室トレーニング室トレーニング室

サブアリーナサブアリーナサブアリーナ

武道場武道場武道場

カフェ・
物産コーナー
カフェ・
物産コーナー
カフェ・
物産コーナー

カフェテラスカフェテラスカフェテラス

エントランス
ホール

エントランス
ホール

エントランス
ホール ラウンジラウンジラウンジ

インフォ
メーション
インフォ
メーション
インフォ
メーション

育み育み育み

野球場野球場野球場

児童館児童館児童館

学校学校学校

公⺠館公⺠館公⺠館 学び学び学び

運動運動運動
集い集い集い滞在・憩い滞在・憩い滞在・憩い

遊び遊び遊び
スポーツセンタースポーツセンタースポーツセンター

大 治 町

〇遊具の考え⽅〇遊具の考え⽅

〇想定スケジュール〇想定スケジュール

おおはるの町全体へ広がり、つながる「交流の波紋」おおはるの町全体へ広がり、つながる「交流の波紋」おおはるの町全体へ広がり、つながる「交流の波紋」

交流帯を中⼼に広がる町⺠スポーツ交流交流帯を中⼼に広がる町⺠スポーツ交流交流帯を中⼼に広がる町⺠スポーツ交流

   新たなカフェと武道館、サブアリーナ、
体育館の活動を結ぶ活動軸「アクティ
ブパス」を⼤切にし、パスに沿って居
⼼地良い滞在空間を配置します。

  スポーツセンターを中⼼に主に 6 つの交流活
動（運動、集い、滞在・憩い、遊び、育み、学び・
励み）が広く展開する施設計画を⽬指します。

様々な活動を結びつける「アクティブパス」
⼤治スポーツセンターリノベーション事業

※上記資料は技術提案時の内容であり、今後の設計等において変更となる可能性があります。 

交流の波紋が町へ広がる提案

■施設のアクティブパスと活動の配置■アクティブパスで交流の波紋が連鎖するイメージ

■既存のプールを活かした遊具の計画 ■全体スケジュール

パパ
アア クク テテ ブブィィ

スス

？

育み育み育み

学び・励み学び・励み

運動
(ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ）
運動

(ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ）
運動

(ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ）

運動 (諸室）運動 (諸室）運動 (諸室）

憩い憩い憩い

滞在滞在滞在

遊び遊び遊び
集い集い集い

励み励み励み励み

動の配置■施設のアクティブパスと活動

ー
ク
っ

アクティブパス」
治 ポ ツ タ リノ

ーナ、
クティ
って居

アクティブパス」ィブブパス」ブパス」

トレーニング室トレーニング室トレーニング室

サブアリーナサブアリーナサブアリーナ武道場武道場武道場
上階へ上階へ

スタジオスタジオスタジオ

カフェカフェカフェ

休憩
ｽﾍﾟｰｽ
休憩
ｽﾍﾟｰｽ
休憩
ｽﾍﾟｰｽ

ラウンジラウンジラウンジ
ｲﾝﾌｫ
ﾒｰｼｮﾝ
ｲﾝﾌｫ
ﾒｰｼｮﾝ
ｲﾝﾌｫ
ﾒｰｼｮﾝ

⼦どもの
居場所
⼦どもの
居場所
⼦どもの
居場所

⼦ども
屋外広場
⼦ども
屋外広場
⼦ども
屋外広場

■交流の波紋が町へ拡散するイメージ

マット広場マット広場マット広場

築⼭築⼭築⼭ カフェ
物産コーナー

カフェ
物産コーナー

カフェ
物産コーナー テラス席テラス席テラス席 屋外芝⽣広場屋外芝⽣広場屋外芝⽣広場ネット遊具ネット遊具ネット遊具

⽊材利⽤⽊材利⽤⽊材利⽤

トランポリントランポリントランポリンボルダリングボルダリングボルダリング

スタジオスタジオスタジオエントランスへエントランスへエントランスへ 旧幼児プール旧幼児プール旧幼児プール
旧 25mプール旧 25mプール旧 25mプール 旧スライダー着⽔プール旧スライダー着⽔プール旧スライダー着⽔プール

⼦ども窓⼝⼦ども窓⼝⼦ども窓⼝

 乳児(0-2歳児)
   安全安⼼な遊び場を整備します。乳児

の⼿の⾼さに合わせた玩具広場や起伏
のある⼩⼭で⼿や⾜で感じることを学
びます。

 幼児(3-5歳児)
   ⼤型のネット遊具など⾃分の⾝⻑より

⼤きな遊具で昇降運動を⾏います。揺
れるネットの上でのバランス感覚やモ
ノを使って遊ぶ能⼒を向上させます。

 児童(6歳以上）
 既存プールと吹抜けを活かした遊具を

⽤いて、⾼度な⾝体的な運動を⾏いま
す。武道場やサブアリーナを活⽤し、
スポーツセンターを活性化させます。

 スタジオ
   教室がない時間は⼦どもの居場所と⼀

体的に利⽤できる遊び場となります。
エントランスホールから場所を認識で
きるようにサイン等を設けます。

備蓄してあるパーティション ボランティアセンターの掲示板

自主防災組織の訓練



おおはる議会だより（4）

６月定例会  日程（案）
　

　５月２９日（水）議会運営委員会

　６月　５日  （水） 開会　上程・提案説明

　　　１０日  （月）一般質問

　　　１１日  （火）質疑

　　　１３日  （木） 総務建設常任委員会

　　　　　　　   　予算決算常任委員会（総務建設分科会）

　　　１４日  （金） 文教厚生常任委員会

　　　　　　　　   　予算決算常任委員会（文教厚生分科会）

　　　２１日  （金）10：00　 予算決算常任委員会

                         　  11：00　 採決　閉会

※午前 10 時開催です。日程は変更となる場合があります。

　陳情書などは５月２２日受付分まで取り扱います。

　定例会日程は、町ホームページにも掲載しています。

ご協力を！ご協力を！

アンケートにアンケートに

議
会
広
報
特
別
委
員
会
で

は
、
１
月
７
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
た
「
令
和
６
年
大
治
町

二
十
歳
の
つ
ど
い
」に
お
い
て
、

20
歳
を
迎
え
た
若
者
に
、
実
態

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
１
０
人
に
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
事
前
の
予
想
通

り
『
お
お
は
る
議
会
だ
よ
り
』

を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
い
う

方
が
、
非
常
に
少
な
い
と
い
う

厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

よ
り
多
く
の
年
代
、
よ
り

多
く
の
方
に
読
ま
れ
る
『
お
お

は
る
議
会
だ
よ
り
』
に
し
て
い

く
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見

を
募
集
し
、
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

主
な
質
問
内
容
は
、

①
「
議
会
だ
よ
り
」
を
読
ん
で

い
ま
す
か
。

②
現
在
の
内
容
は
わ
か
り
や
す

い
で
す
か
。

③
よ
り
多
く
の
方
に
読
ま
れ
る

に
は
、
何
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
か
。

　

全
８
問
で
、
回
答
時
間
の
目

安
は
、
３
分
程
度
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
回
答
期
限 

５
月
20
日
（
月
）】

【
調　

査　

結　

果
】

①
『
お
お
は
る
議
会
だ
よ
り
』

　
　
　

を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
人

②
『
広
報
お
お
は
る
』

　
　
　

を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

29
人

③
両
方
と
も
読
ん
だ
こ
と
が
な
い

　
　
　
　
　
　
　

   　
　

66
人

④
両
方
と
も
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
人   

　議会報告会では、議会報告終了後に、参加者との懇談会を開催しています。昨年 11 月 14

日に開催した懇談会での参加者からのご意見と町からの回答を、抜粋して掲載します。　

　議会のホームページにも掲載していますので、ご覧ください。
　　届けます！ 住民の声

【会議室を利用しやすく】　希望の家の会議室

などが、福祉や健康以外の目的では貸しても

らえず、不便である。また、施設が空いてい

ても使えず、せっかくの立派な施設が利用さ

れず、もったいない。

【回答】　今後、町民福祉の増進のため、幅広

くご利用いただけるよう、検討していきます。

【駐車場の拡充を】　スポーツセンターを利用

したくても、日によっては駐車場が満車で

帰ったこともある。希望の家や公民館なども

含め、駐車場を拡充してほしい。

【回答】　公民館では、役場の休庁日に行事が

ある場合は、総務課と協議し、役場前や馬

島・花常の職員用駐車場を利用していただく

よう、ご案内しています。

　スポーツセンター・希望の家・保健センター

について、駐車場の拡充が可能かどうか、今

後検討してまいりたいと考えています。

　
　

　
　

鈴
木　

満　

議
員

海
部
地
区
環
境
事
務
組
合

　
　
　

議
会
議
員
の
選
挙

委
員
長
の
ひ
と
り
ご
と
…

　　　　
大
治
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
第
３
条（
政
治
倫
理
基
準
）

　　
の
４
に
、「
町
か
ら
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
て
運
営
し
て
い
る　

　　
団
体
の
代
表
者
の
地
位
に
つ
か
な
い
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。

　　　　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
✖
✖
✖
町
補
助
団
体
の
代
表
者
へ
の
就
任
禁
止
✖
✖
✖

【にぎわいを】　西公民館などが改修され、多

世代交流センターになった。以前よりにぎ

わっているか、心配している。また、スポー

ツセンターのリノベーションが計画され、カ

フェ・物産コーナーなどの施設やキッチン

カーなどの企画も考えられているようだ。町

民の方が多く集い、にぎわうことを期待する。

【回答】　多世代交流センターの利用状況は、

以前の施設とは運用形態が異なるため、一概

に比較はできませんが、令和５年８月 15 日

の開館から約４か月半で、延べ 3,273 人に

利用していただいています。

　今後も施設の周知に努め、利用促進を図り

ます。

　また、スポーツセンターリノベーション事

業は、「様々な世代に親しまれ、人のつなが

りが生まれる施設」を目指し、事業を進めて

まいりたいと考えています。

【いつ開通】　都市計画道路の堀之内砂子線が

狐穴球技場まで開通した時、球技場前の東西

道路の渋滞などが心配される。大治浄水場ま

で開通するのは何年後になるのか。

【回答】　大治浄水場までの区間は、令和 11

年度の完成を目指し進めていきたいと考えて

います。

【残すべきだ】　役場庁舎前から三本木地区へ

の資源物回収ステーション移転の経緯とあの

場所に決めた理由は何か。現在の役場前のス

テーションも残すべきではないか。

【回答】　役場庁舎前の資源回収ステーション

が手狭になり、町の中心辺りで移転先が見つ

かりました。

　役場前ステーションは、役場駐車場とス

テーションの間に道路があるため、交通安全

上、利用者からも不安の声があったので移転

を検討したものです。

整備が進む堀之内・砂子線

▼
４
月
４
日
に
は
各
小
学
校
で
、

ま
た
、
５
日
に
は
中
学
校
で
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
一
方
、
４
月
３
日
に
は
、
台
湾
で
非
常
に
大
き
な
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

▼
元
日
の
能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
、
震
度
４
を
超
え
る
地
震

が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。い
つ
本
町
で
地
震
が
起
こ
る
か
、

大
変
心
配
で
す
。

▼
大
治
町
議
会
で
は
、
以
前
よ
り
、
災

害
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
お
り
、

議
会
と
し
て
災
害
対
策
に
引
き
続
き
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
𠮷
原　

経
夫
）

<

任
期>

　
　

令
和
６
年
４
月
か
ら
２
年
間


